
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 

 



資料１ 調査団員氏名、所属 

 

（１）現地調査Ⅰ（平成 23 年 6 月 25 日～8月 3日） 

氏名 業務内容 所属 

丹原 一広 団長 
JICA 人間開発部基礎教育グループ基

礎教育第二課 課長 

吉澤 博幸 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

横堀 淳一 副業務主任／建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

榎本 久美子 建築設計Ⅱ 株式会社 毛利建築設計事務所 

粂川 伸司 施工計画／調達計画／積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

田口 順子 教育計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

コルソーバー知子 建築設計Ⅲ（自主補強） 株式会社 毛利建築設計事務所 

山本 晋一 建築設計Ⅳ（自主補強） 株式会社 毛利建築設計事務所 

田中 広美 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

（２）現地調査Ⅱ 概要説明（平成 23 年 12 月 10 日～12 月 23 日） 

氏名 業務内容 所属 

柴田 和直 総括／団長 JICA セネガル事務所 次長 

丸山 隆央 計画管理 JICA セネガル事務所 所員 

吉澤 博幸 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

横堀 淳一 副業務主任／建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

田中 広美 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

（３）現地調査Ⅲ 入札図書作成参考資料(案)説明（平成 24 年 4 月 3日～4月 27 日） 

氏名 業務内容 所属 

吉澤 博幸 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

横堀 淳一 副業務主任／建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

田中 広美 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 
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資料２ 調査行程 

 

（１） 現地調査Ⅰ（平成 23 年 6 月 25 日～8月 3日） 

 

 

日時 ａ b c d e f ｇ h

総括、計画管理 業務主任／施設計画 副業務主任／建築設計1 建築設計2
施工計画／調達計画／積

算
教育計画 通訳

建築設計3

（自主補強）

建築設計4

（自主補強）

丹原　一広 吉澤　博幸 横堀　淳一 榎本　久美子 粂川　伸司 田口　順子 田中　広美 コルソーバー知子 山本晋一

7日間 40日間 40日間 29日間 29日間 38日間 39日間 15日間 7日間

1 2011/6/25 土 成田21：55発→04：15パリ バマコ⇒ダカール

2 2011/6/26 日
パリ16：20→19：55ダカール

着
資料整理

3 2011/6/27 月 aに同行 aに同行

4 2011/6/28 火 同上 同上

5 2011/6/29 水 同上 同上

6 2011/6/30 木 同上 同上

7 2011/7/1 金 同上 同上

8 2011/7/2 土
羽田00：35発→06：20パリ

パリ16：20→19：55ダカール着
同上 同上

9 2011/7/3 日

10 2011/7/4 月
再委託関連調査、建築設計

関連調査
aに同行 aに同行

11 2011/7/5 火 同上 同上 同上

12 2011/7/6 水 同上 建築設計関連調査 積算関連調査 同上 同上

13 2011/7/7 木 同上 同上 同上 同上 同上

14 2011/7/8 金

経済財政省 経済財政協力

局長ミニッツ署名

在セ日本大使館表敬、報告

調査報告（JICAセネガル事

務所）

同上 同上 同上 教育関連調査（ダカール） 同上、eに同行

15 2011/7/9 土 サイト調査準備

16 2011/7/10 日 ダカール⇒ルーガ ダカール⇒ルーガ ダカール⇒ルーガ ダカール⇒ルーガ ダカール⇒ルーガ ダカール⇒ルーガ

17 2011/7/11 月 サイト調査（ルーガ州） aに同行 サイト調査（ルーガ州） cに同行 教育関連調査（ルーガ州） eに同行

18 2011/7/12 火 同上 同上 同上 同上 同上 同上

19 2011/7/13 水 同上 同上 同上 同上 同上 同上

20 2011/7/14 木 同上 同上 同上 同上 同上 同上

21 2011/7/15 金 同上 同上 同上 同上 同上 同上 成田発→パリ

22 2011/7/16 土 同上 同上 同上 同上 同上 同上 バマコ→ダカール パリ→ダカール着

23 2011/7/17 日 ルーガ⇒カオラック ダカール⇒カオラック

24 2011/7/18 月 サイト調査（カオラック州） aに同行 サイト調査（カオラック州） cに同行
教育関連調査（カオラック

州）
eに同行 aに同行 cに同行

25 2011/7/19 火 同上
カオラック⇒ダカール

建築関連調査
同上 同上 同上 同上 同上 bに同行

26 2011/7/20 水 同上 建築関連調査 同上 同上 同上 同上 同上 同上

27 2011/7/21 木 同上 ダカール⇒カオラック 同上 同上 同上 同上 同上 ダカール→バマコ

28 2011/7/22 金 同上 aに同行 同上 同上 同上 同上 cに同行

29 2011/7/23 土
同上

カオラック⇒ダカール
同上

同上

カオラック⇒ダカール
同上

同上

カオラック⇒ダカール
同上 同上

30 2011/7/24 日 資料整理

31 2011/7/25 月 教育省協議/建築関連調査 教育省協議/建築関連調査 建築設計関連調査 積算関連調査 教育関連調査 eに同行 aに同行

32 2011/7/26 火 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

33 2011/7/27 水 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

34 2011/7/28 木 同上 同上 同上 同上 同上 同上 ダカール発

35 2011/7/29 金 テクニカルノート署名 テクニカルノート署名 同上 同上 同上 同上 →パリ→

36 2011/7/30 土 aに同行 →成田着

37 2011/7/31 日 資料整理

38 2011/8/1 月 aに同行

39 2011/8/2 火 →07：00パリ13：30→

40 2011/8/3 水 →08：00成田着

→07：00パリ13：30→

→08：00成田着

建築設計関連調査 同上、ダカール22：35発

資料整理 →06：00パリ13：30→

建築関連調査、ダカール23：35発 →08：00成田着

教育省協議 パリ16：20→19：55ダカール着

AFD訪問

カナダ大使館訪問

ミニッツ署名

経済財政省 経済財政協力局

長ミニッツ署名

在セ日本大使館表敬、報告

調査報告（JICAセネガル事務

所）

ダカール22：35発

カオラック州IAと協議（要請校絞込み）

カオラック⇒ダカール

団内打合せ

再委託関連調査、建築設計、教育関連調査

同上

団内打合せ 団内打合せ

JICAセネガル事務所訪問、打合せ

経済財政省 経済財政協力局長との協議
成田21：55発→04：15パリ

官団員

成田21：55発→04：15パリ

パリ16：20→19：55ダカール着

JICA事務所表敬、教育省企画改革局(DPRE)との打合せ

ダカール⇒ルーガ、ルーガ州IAと協議（要請校絞込み）

ルーガ州IAとの打合せ、ルーガ⇒カオラック
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（２） 現地調査Ⅱ 概要説明（平成 23 年 12 月 10 日～23 日） 

日時 官団員 官団員 ａ b c

総括/団長 計画管理 業務主任／施設計画 副業務主任／建築設計1 通訳

セネガル事務所　柴田　和直 セネガル事務所　丸山　隆央 吉澤　博幸 横堀　淳一 田中　広美

３日間 ３日間 14日間 14日間 14日間

1 2011/12/10 土

2 2011/12/11 日

3 2011/12/12 月 aに同行

4 2011/12/13 火
ルーガ州へ移動

ルーガ州へ概要説明
同上

5 2011/12/14 水
カオラック州へ移動

カオラック州へ概要説明
同上

6 2011/12/15 木
再委託業務（入札参考資

料）、補足調査
同上

7 2011/12/16 金 同上 同上

8 2011/12/17 土 再委託業務（入札参考資料） 同上

9 2011/12/18 日 資料整理

10 2011/12/19 月 再委託業務（地盤調査） 同上

11 2011/12/20 火 再委託業務（地盤調査） 同上

12 2011/12/21 水 ミニッツ署名準備 同上

13 2011/12/22 木

14 2011/12/23 金

成田発21：55（AF277)→

→パリ着4：20

パリ発16：55（AF718)→ダカール着21：05

→パリ着6：05

パリ発13：35（AF276)→

→成田着9：10

ダカール発23：40（AF719)→

ミニッツ協議

教育省表敬、ミニッツ協議

ミニッツ署名

表敬（ＪＩＣＡ）、再委託業務（入札参考資料）

 

 

（３） 現地調査Ⅲ 入札図書作成参考資料(案)説明（平成 24 年 4 月 3日～4月 27 日） 

日時 ａ b c

業務主任／施設計画 副業務主任/建築設計Ⅰ 通訳

吉澤博幸 横堀淳一 田中広美

14日間 14日間 13日間

1 4/3 火 成田発⇒ドバイ

2 4/4 水 ドバイ⇒ダカール着

3 4/5 木 入札参考資料まとめ

4 4/6 金 同上

5 4/7 土 同上

6 4/8 日 資料整理

7 4/9 月 入札参考資料まとめ

8 4/10 火 同上

9 4/11 水 同上

10 4/12 木 同上

11 4/13 金 同上

1　12 4/14 土 成田発⇒パリ 同上 前調査案件⇒パリ着

2　13 4/15 日 パリ⇒ダカール着 資料整理 パリ⇒ダカール着

3　14 4/16 月 JICA表敬 ａに同行 ａに同行

4 4/17 火 教育省（表敬、入札参考資料説明） 同上

5 4/18 水 ルーガIA & IDEN（入札参考資料説明） 同上

6 4/19 木 カオラックIA & IDEN（入札参考資料説明） 同上

7 4/20 金 補足調査 同上

8 4/21 土 同上 同上

9 4/22 日 資料整理 資料整理

10 4/23 月 テクニカルノート協議 ａに同行

11 4/24 火
テクニカルノート署名

JICA、大使館報告、他ドナー訪問
同上

12 4/25 水 ダカール発 ダカール発

13 4/26 木 ⇒パリ⇒ ⇒パリ⇒

14 4/27 金 ⇒成田 ⇒成田  
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資料３ 関係者(面会者)リスト 

 

初等・中等教育・国語担当教育省（Ministère de l’Enseignement Elémentaire, du Moyen 

- Secondaire et des Langues Nationales） 

氏名 所属 役職 

M. Mafakha TOURE － 事務次官  

M. Djibril Ndiaye DIOUF 教育企画改革局（DPRE） 局長 

M. Idrissa BALDE DPRE 計画課 課長 

M. Ibrahima CISS DPRE 
建設計画モニタリング課

課長 

M. Amadou Gueye SEYE DPRE スクールマップ課 課長 

M. Ousmane BASS DPRE 学校統計課 課長 

M. Elhadji NDIAYE モニタリング室 室長 

M. Mame Moussé NDOYE 総務機材局（DAGE） 前々局長 

M. Adama DIOUARA 総務機材局（DAGE） 前局長 

M. Cheikh GAYE 総務機材局（DAGE） 局長 

M. Mamadou DIA DAGE 調達課長 

M. Ousmane DIOP 学校建設局（DCS） 局長 

M. Mamadou WONE 学校機材局（DEqSc） 局長 

M. Sambe Yeis DIOP 初等教育局(DEE) 視学官 

M. Ibrahima NDOUR 中等教育局（DEMSG） 局長 

M. Abdoulaye Djiby TALL DEMSG カリキュラム課長 

M. Mandione MBENGUE 研修コミュニケーション局 副局長 

M. Moustapha TOURE 
基礎教育カリキュラム常設 

事務局 
局長 

M. Baba Yacine NDIAYE 試験・入試局 局長 

 

州視学官事務所（Inspections d'Académie : IA） 

M. Lamine SARR ルーガ州視学官事務所 総視学官 

M. Boubacar SOW ルーガ州視学官事務所 副総視学官 

M. Mor DIENG ルーガ州視学官事務所 計画担当官 

M. Maurice Ndiné WARORE カオラック州視学官事務所 前総視学官 

M. Faye NGARY カオラック州視学官事務所 総視学官 

M. Mbaye BABOU カオラック州視学官事務所 副総視学官 

M. Mbaye SECK カオラック州視学官事務所 計画担当官 
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県視学官事務所（Inspections Départementales de l'Education Nationale: IDEN） 

M. Hamady KEBE ルーガ県視学官事務所 県視学官 

M. Cheikhou Hmadou THIAM ルーガ県視学官事務所 計画担当官 

M. Ibrahima LO リンゲール県視学官事務所 計画担当官 

M. Birane TINE ケベメール県視学官事務所 県視学官 

M. Djibril BA ケベメール県視学官事務所 計画担当官 

M. Momath DRAME ニォロ県視学官事務所 県視学官 

M. Souleymane DIARISSO ニォロ県視学官事務所 視学官 

M. Elhadji Malick SY ニォロ県視学官事務所 計画担当官 

M. Abdoulaye Alpha NIASSE ギンギネオ県視学官事務所 計画担当官 

M. Alioune Sylla SECK カオラック県視学官事務所 県視学官 

M. Ibrahima SENE カオラック県視学官事務所 計画担当官 

M. Ibrahima SEYDI カオラック市視学官事務所 県視学官 

M. Mamadou MANE カオラック市視学官事務所 計画担当官 

 

経済財務省（Ministère de l’Economie et des Finances） 

M. Massar WAGUE 経済財政協力局 局長 

Mme Fanta Seck SAKHO 経済財政協力局 プログラム担当 

 

都市住宅建設省（Ministère de l’Urbanisme, de l’Habitat, de la Construction et de 

l’Hydraulique） 

M. Mohamed BA 建設局  

 

カナダ大使館（Ambassade du Canada） 

Mr. Ivan ROBERTS 参事官（協力担当）  

Mme Marie-Eve FORTIN 二等書記官  

 

フランス開発機構（Agence Française de Développement: AFD） 

M. Jean-Christophe PECRESSE 次長  

M. Ibrahima DIALLO 職員  

M. Daniel DUPETY コンサルタント  

 

USAID 

M. Rape Momar SOW 教育チーム チームリーダー 
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ドイツ復興金融公庫（KFW） 

Mme Mariéme KANE - プログラム・アシスタント 

 

NGO 

M. Diodio NDIAYE  ANAFA 
総務・財務・プロジェクト監

理担当 

M. Ibra SENE  CEDEN 代表 

M. Ousmane DIALLO  Aide et Action 
国内事務所コーディネータ

ー 

 

在セネガル日本大使館 

小野 知之 一等書記官  

淡川 貴夫 二等書記官  

番浦 剛正 二等書記官  

濱田 幸   

 

JICA セネガル事務所 

大久保 久俊 所長  

梅本 真司 前次長  

柴田 和直 次長  

丸山 隆央 所員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6



 資料４ 討議議事録（Ｍ／Ｄ）��　　　　
現地調査Ⅰ
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セネガル共和国

ルーガ州及びカオラック州小中学校教室建設計画

協力準備調査

協議議事録

セネガル共和国（以下セ国と称する）政府より提出された要請に基づき、日本政府は「ルーガ

州及びカオラック州小中学校建設計画」（以下「プロジェクト」と称する）に関する協力準備調査

を行うことを決定し、本調査の実施を独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」と称する）に委

託した。

JICA は、セ国へ人間開発部基礎教育グループ基礎教育第二課長丹原一広を団長とする準備調査

団（以下「調査団」と称する）を派遣し、2011 年 6月 25 日より 2011 年 8 月 1 日まで同国に滞在

する予定である。

関係者との協議および現地調査の結果、両者は付属書に記載された主要な項目を確認した。

セネガル共和国ダカール 2011 年 7 月 7 日

丹原 一広

団長

準備調査団

独立行政法人国際協力機構

日本

マファカ トゥレ

次官

初等・中等前期・中等後期・国語担当教育省

マサール ワゲ

経済、財務協力局長

経済、財務省
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付属書

１．プロジェクトの目的

本プロジェクトの目的は、教育施設の増設・建替え、及び教育家具の調達を通して、ル

ーガ州、カオラック州の小中学校の基礎教育へのアクセス及び学習環境を改善することで

ある。

２．相手国実施責任機関

2-1. 本プロジェクトの責任機関は、セ国初等・中等前期・中等後期・国語担当教育省企画

改革局（DPRE）である。

2-2. 本プロジェクトの実施機関は、セ国初等・中等前期・中等後期・国語担当教育省総務

機材局（DAGE）である。なお、本プロジェクトの実施にあたっては、初等・中等前期・中

等後期・国語担当教育省学校建設局（DCS）と学校機材局(DEqSc)がプロジェクトに協力す

る。

３．プロジェクト対象サイト

3-1．本プロジェクトの対象サイトは、ルーガ州とカオラック州とする。

3-2．対象校は、別紙 1 に示される対象候補サイトの中から、同リストに示された優先順位

に従って、今次調査後の国内解析の結果をもとに、対象校の選定を日本側に委ねるこ

とをセ国側は合意した。

４．プロジェクトコンポーネント

4-1．協議の結果、セ国から要請されたプロジェクトコンポーネントは教室、管理棟、トイ

レ棟、教育家具である。特別教室及び機材についてはプロジェクトに含まないことを

両者合意した。

4-2．教室の建設と教育家具（黒板、机、椅子）の供与を最優先とすることで両者合意した。

セ国側から要請のあったその他のプロジェクトコンポーネント（トイレ棟、管理棟）

は、対象校でのサイト調査の結果を踏まえ検討することとした。新設校を対象とする

場合は、教室、家具に加えてトイレ棟、管理棟を加えたフルコンポーネントで計画す

る。

4-3. 水場と塀が必要と判断されたところはセ国側で負担する。

4-4. ソフトコンポーネントについては調査結果を踏まえて実施の必要性および計画を検

討する。

５．日本の無償資金協力制度

5-1. セ国側は、別紙 4、別紙 5、別紙 6、別紙 7 に記載されている日本のコミュニティ開発
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支援無償資金協力制度について十分に理解した。

5-2. セ国側は、無償資金協力が実施される場合、プロジェクトの円滑な実施のために別紙

8 に記載されているとおりの必要な措置を行う。

６．プロジェクト実施のフレームワーク

調査団は、プロジェクト実施のフレームワークについて以下の通り説明した。

6-1．無償資金協力が閣議によって承認の後、交換公文（E/N）が日本国政府とセ国側政府

の間で署名され、引き続き JICA とセ国側政府との間で贈与契約（G/A）が締結される。

G/A は支払条件、被援助国の責務、調達条件といった、当該プロジェクトの実施に必

要とされる条項を定めるものである。

6-2．交換公文（E/N）及び贈与契約（G/A）が締結された後、セ国側政府は日本の調達代理

機関と調達代理契約と締結を行う。

７．協議会

7-1．プロジェクトの円滑な実施のために、セ国側関係機関と JICA の代表者で構成される

協議会を設置することで両者合意した。協議会のメンバーは以下の通りである。

（１）教育省の代表

（２）経済財政省の代表

（３）JICA セネガル事務所の代表

7-2．協議会は、進捗確認、技術的確認事項、調達に関する事項などプロジェクトに関連し

提起さ

れるあらゆる事項を協議するために定期的に開催する。

８．調査のスケジュール（予定）

8-1. 本調査団は、引き続き 2011 年 8 月 1 日まで調査を継続し、コンポーネントの技術仕

様の確認、土地証書の提出結果の確認、必要な情報収集を行った結果をテクニカルノ

ートにまとめる。

8-2. セネガルでの現地調査結果を踏まえ、調査団は 11 月頃まで日本で国内解析を行う。

JICA は、12月頃にセ国へ準備調査報告書（案）説明調査団を派遣する。

8-3. 日本での第二次国内解析後、調査団は 2012 年 4 月に入札関連書類の説明のためセ国

を訪問する。

8-4. 調査団は、上記スケジュールが日本政府の予算計画に応じて変更となる可能性がある

ことを説明し、セ国側は了解した。

９．その他協議事項

9-1．セ国側はプロジェクトで建設された学校施設を適切に運営、維持管理しなければなら

31



ない。

9-2．セ国側は本計画実施後の教員配置を適切に行うことを約束した。

9-3．セ国側はプロジェクト邦人関係者に対する十分な安全対策を措置することを約束した。

9-4．セ国側は本調査に必要なデータ、情報、書類を提供することを約束した。

9-5. セ国側は学校の土地帰属を証明する書類（土地台帳、譲渡議決書、自治体が発行する

証明書）を 7 月 23日までに調査団あるいは JICA セネガル事務所に提出することを約

束した。

9-6. 調査及び実施に関わるセ国側の日当、宿泊費はセ国側が負担する。

9-7. 案件名につき、より実態に即した名称とするため、”Projet de renforcement des 

capacitiés d’accueil d’amélioration d’environnement scolaire dans 

l’enseignement élémentaire et moyen dans les régions de Louga et Kaolack”

から、”Projet de Construction de Salles de Classe pour l’Enseignement 

Elémentaire et Moyen dans les Régions de Louga et de Kaolack”に変更すること

で両者合意をした。

別紙 1：要請校リスト及び優先順位

別紙 2：要請校位置図

別紙 3：対象候補サイト選定基準

別紙 4：コミュニティ開発支援無償資金協力制度概要(Grant Aid for Community Empowerment 

of the Government of Japan (Provisional))

別紙 5：コミュニティ開発支援無償資金協力における実施の流れ(Implementation Flow of 

Japan’s Grant Aid for Community Empowerment after E/N and G/A)

別紙 6：コミュニティ開発支援無償資金協力における手続きの流れ(Flow Chart of Japan’s 

Grant Aid Procedures for Community Empowerment)

別紙 7：コミュニティ開発支援無償資金協力における資金の流れ(Flow of Funds for 

Implementation under the Japan’s Grant Aid for Community Empowerment)

別紙 8：被援助国の求められる主な措置(Major Undertakings to be Taken by Each 

Government)

（別紙 4～8については和訳添付無し）
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現地調査Ⅱ （概要説明） 
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セネガル共和国

ルーガ州及びカオラック州小中学校建設計画

現地調査Ⅱ（概略設計概要説明）

協議議事録

セネガル共和国（以下、「セ国」と称する）政府より提出された要請に基づき、日本政府

は「ルーガ州及びカオラック州小中学校建設計画」（以下、「プロジェクト」と称する）に

関する概略設計調査を行うことを決定し、本調査の実施を独立行政法人国際協力機構（以

下、「JlCA」と称する）に委託した。

JICAはプロジェクトに関する概略設計調査団を2011年 6月から8月にかけてセ国へ派遣

し、協議やサイト調査を実施し、日本での調査結果の技術的審査を経て、協力準備調査報

告書（案）を作成した。

JICA は協力準備調査報告書（案）の内容をセ国側に説明し、またその内容に関する意見

を聴取するため、2011 年 12月 11 日から 12 月 21 日までの間、セ国にて、JICAセネガル事

務所次長柴田和直を団長とする概略設計概要説明調査団（以下、「調査団」と称する）を派

遣した。

協議の結果、双方は付属書に記述された主要事項を確認した。

セネガル共和国ダカール市 2011 年 12 月 22 日

柴田 和直

団長

概略設計概要説明調査団

独立行政法人国際協力機構

マファタカ トゥレ

次官

初等、中等前期、中等後期、国語担当教育省

セネガル共和国

マサール ワゲ

経済、財務協力局長

経済、財務省

セネガル共和国
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付属書

１．協力準備調査報告書（案）の内容

セ国側は、調査団によって説明された協力準備調査報告書（案）の内容に関して原則合

意し、これを受け入れた。

２．日本の無償資金協力制度

調査団は、2011 年 7月 7 日に両者が署名した協議議事録の別紙 4、別紙 5、別紙 6、別紙

7、別紙 8に記述された日本のコミュニティ開発無償資金協力制度の仕組み及びセ国政府が

行う負担事項について説明し、セ国側はこれを理解した。

３．今後の予定

JICA は本協議結果に基づいて最終報告書を完成させ、セ国政府に 2012年 5 月中に提出す

る予定である。

４．秘密保持

双方は、本プロジェクトに関連するあらゆる資料をプロジェクトの入札終了まで関係者

以外の第三者に開示しないことを確認した。

５．本プロジェクトの対象施設・機材

調査団は、本プロジェクトの協力対象となる施設・機材内容（別紙１）について説明し、

セ国側はこれを了解した。

６．ソフトコンポーネント

本プロジェクトの対象として、整備された施設の維持管理にかかるソフトコンポーネン

トを実施することで合意した。

７．プロジェクトの概算事業費

調査団は本プロジェクトの概算事業費（別紙２）について説明した。双方は概算事業費

について受注者決定まで関係者以外の第三者に開示しないことを確認した。調査団は、概

算事業費は概算であり変更する可能性があることを説明し、セ国側はこれを了解した。

８．セ国側負担工事

調査団は、本プロジェクトの実施にあたって必要となるセ国側負担事項の内容（別紙３）

及び事業実施工程案（別紙４）について説明した。セ国側はかかる事項の実施に必要な予

算を確保し、スケジュールに則って確実に実施することを確約した。

９．運営・維持管理の遵守

セ国側は、建設が終了するまでに、本計画の実施に伴い追加で必要となる人員を配置す

ることを確約した。また、運営・維持管理体制の確立や運営・維持管理に必要な予算の確

保・配分を遅滞なく実施することを確約した。
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１０．プロジェクトの実施スケジュール

調査団は、日本政府によるプロジェクトの最終承認の時期が不確定であることを説明す

るとともに、今後の本プロジェクトの実施スケジュールが確定次第セネガル側に通知する

旨説明した。

１１．その他

（１）相手国側実施機関につき、入札・契約手続はセ国側の工事入札手続きを参照しつつ、

JICA 無償資金協力調達ガイドラインに基づき実施するものとし、セ国教育省総務機材局

（DAGE）を主な窓口とする。なお、本プロジェクトの実施に当たっては教育省学校施設建

設局(DCS)及び教育省学校機材局（DEqSc）とも必要に応じて協力する。

（２）案件名につき、より実態に即した名称とするため、” Projet de Construction de 

Salles de Classe pour l’Enseignement Elémentaire et Moyen dans les Régions de Louga 

et Kaolack”から、” Projet de Construction de Salles de Classe pour l’Enseignement 

Moyen dans les Régions de Louga et de Kaolack”に変更することで両者合意をした。

以  上

別紙 1：対象施設・機材リスト

別紙 2：概算事業費

別紙 3：セ国側負担事項

別紙 4：事業実施工程案
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別紙 1 対象施設・教育家具等に係るリスト

【学校別対象施設】

ルーガ州 中学校

優先

順位
コード IDEN 学校名

計画               

教室数
管理棟

トイレ            

ブース

1 Lo-08M

リンゲール

ＦＡダーラ中学校 15 1 16

2 Lo-09M カジマジャ中学校 7 1 8

2 Lo-10M ドジ中学校 4 1 6

1 Lo-14M

ルーガ

トゥーバセラス中学校 14 1 14

2 Lo-15M バラレ中学校 14 1 14

3 Lo-16M ルーガコミューン２中学校 17 1 18

1 Lo-20M

ケベメール

カネンジョブ中学校 9 1 10

2 Lo-21M ダルムスティ２中学校 13 1 14

3 Lo-23M ＦＡケベメール中学校 14 1 14

ルーガ州中学校 合計 107 9 114

カオラック州 中学校

優先

順位
コード IDEN 学校名

計画               

教室数
管理棟

トイレ            

ブース

1 KA-01M
カオラック・

デパートメント

チアレ中学校 15 1 16

2 KA-02M ケールバッカ中学校 17 1 18

2 KA-03M クンバル中学校 20 1 20

1 KA-08M

ギンギネオ

ンジャゴ中学校 11 1 12

2 KA-09M ンガチェ中学校 10 1 10

2 KA-10M ンゴルム中学校 7 1 8

1 KA-16M
ニォロ・ドゥ

・リップ

ミシラニォロ中学校 9 1 10

1 KA-17M ガントカイ中学校 10 1 10

1 KA-18M ケールアイブポスト中学校 11 1 12

1 KA-23M カオラック・

コミューン

ンダンガン中学校 13 1 14

2 KA-24M カンドギャルド中学校 8 1 8

カオラック州中学校 合計 131 11 138

【教育家具等】
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各諸室には、以下の家具を配置する。

棟名 室名 家具  （  ）内の数値は数量

中
学
校

教室棟 教室 生徒用机・椅子（２人用） 大（23）、机（1）、椅子（1）

管理棟

校長室 机（1）、椅子（5）、収納棚 B（1）

倉庫 収納棚 A（4）

教員室 机（12）、椅子（24）、収納棚 B（4）

サーベイヤント室 机（7）、椅子（7）、収納棚 A（6）、収納棚 B（4）
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（３）積算条件

① 積算時点 ：平成 23 年 7 月

② 為替交換レート ：1US$ ＝82.49 円

：1 現地通貨（FCFA：フラン・セーファー）＝0.17841

円

：1 ユーロ＝117.03 円

③ 施工・調達期間 ：工事の期間は、業務実施工程に示したとおり。

④ その他 ：積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえ

           て行うこととする。
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別紙３ セネガル国側負担事項

本プロジェクトを日本国のコミュニティ開発支援無償資金協力で実施する上で、セネガル

国政府が負担すべき項目は下記のとおりである。

１）本プロジェクトに必要な土地を用意し、教育省が建物を建設する権利を確保すること

２）本プロジェクトの実施に先立ち、既存施設及び障害物の解体撤去工事を実施すると共

に、盛り土、整地を行うこと（但し、本プロジェクトの施設の建設位置にある障害物の解

体撤去工事については、工事を遅滞なく実施するために日本側負担で実施する。下表参照）

３）工事完成後に囲い塀の新設または補修、正門の設置、造園、その他付属的な外構工事

を実施すること

４）工事完了までに電力、上水道、下水道、電話の敷地内への引き込みと接続工事を行う

こと

５）日本にある銀行との銀行取り決めに基づき包括的支払い授権書に係る通知手数料、及

び支払手数料を負担すること

６）プロジェクトに使用される資機材の輸入、通関が速やかに実施されるよう、必要な措

置を講じること

７）調達代理契約及び調達代理機関と交わす各契約に基づいて、本プロジェクトに携わる

個人または法人に対し、セネガル国への入国、並びに滞在に必要な便宜を供与すること

８）本プロジェクトに携わる法人または個人に対し、セネガル国内で課される関税、国内

税、及びその他課税を免除すること

９）調達代理契約及び調達代理機関と交わす各契約に基づいた物品及び役務の提供に関し、

セネガル国内で課される関税、国内税、及びその他課税を免除すること

１０）セネガル国側負担事業の未実施によって生じる損害賠償を負担すること

１１）本プロジェクトで供与される施設機材を適切かつ効果的に使用し維持すること
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１２）本プロジェクトの範囲内で日本のコミュニティ開発支援無償資金協力によって負担

される費用以外の全ての費用を負担すること

セネガル国側負担による各計画サイトにおける必要工事は以下のとおり。

第１グループ

第２グループ

コード IDEN 学校名 造成
樹木伐採、

低木除去

電気・給水

接続工事
その他 備考

Lo-14M ルーガ トゥーバセラス中学校
隣接小学校正門移設

囲い塀および学校正門新設

Lo-20M ケベメール カネンジョブ中学校 低木（長さ24ｍ） 電気・給水 囲い塀および学校正門新設

Lo-21M ケベメール ダルムスティ２中学校 囲い塀および学校正門新設

Lo-23M ケベメール ＦＡケベメール中学校 樹木３本 囲い塀および学校正門新設

Lo-08M リンゲール ＦＡダーラ中学校 囲い塀および学校正門新設

Lo-09M リンゲール カジマジャ中学校 囲い塀および学校正門新設

Lo-10M リンゲール ドジ中学校 囲い塀および学校正門新設

Lo-15M ルーガ バラレ中学校 囲い塀および学校正門新設

Lo-16M ルーガ ルーガコミューン２中学校 切盛土（72㎥） 低木（長さ50ｍ） 電気・給水 囲い塀および学校正門新設

ロ
ッ

ト

1

ロ
ッ

ト

2

コード IDEN 学校名 造成
樹木伐採、

低木除去

電気・給水

接続工事
その他 備考

KA-03M カオラック・デパートメント クンバル中学校 給水 囲い塀および学校正門新設
給水管移設は日本側

負担工事で実施

KA-08M ギンギネオ ンジャゴ中学校 電気・給水 囲い塀および学校正門新設

アンテナ小屋及び

ソーラーパネル撤去は

日本側負担工事で実施

KA-09M ギンギネオ ンガチェ中学校 囲い塀および学校正門新設

KA-10M ギンギネオ ンゴルム中学校 囲い塀および学校正門新設

KA-23M カオラック・コミューン ンダンガン中学校 電気・給水
競技場の扉移設

囲い塀および学校正門新設

KA-24M カオラック・コミューン カンドギャルド中学校 電気・給水 囲い塀および学校正門新設

搬入口用塀の解体と

復旧は日本国側負担で

実施

KA-01M カオラック・デパートメント チアレ中学校 給水 囲い塀および学校正門新設

KA-02M カオラック・デパートメント ケールバッカ中学校 給水 囲い塀および学校正門新設

KA-16M ニォロ・ドゥ・リップ ミシラニォロ中学校 給水 囲い塀および学校正門新設

KA-17M ニォロ・ドゥ・リップ ガントカイ中学校
樹木１本

低木（長さ23ｍ）
電気・給水 囲い塀および学校正門新設

KA-18M ニォロ・ドゥ・リップ ケールアイブポスト中学校 給水
屠殺場移設

囲い塀および学校正門新設

ロ
ッ

ト

3

ロ
ッ

ト

4
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資料５ ソフトコンポーネント計画

ソフトコンポーネント計画書 

 

１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

１－１．過去のソフトコンポーネントの成果と課題 

 セネガル国においては、これまで 5 次に亘る小学校、或いは小中学校建設計画が実施さ

れ、現在、第 6次案件（「ダカール州及びティエス州小中学校建設計画」（以下、「ダカール

/ティエス計画」とする））が実施中である。そのうち、第 4次、及び第 5次計画において、

施設維持管理に係るソフコンが実施された。以下に、その活動、成果、及び課題を抽出す

る。 

 

（１）第 4次小学校建設計画（平成 13 年度） 

１）活動 

  学校レベルで施設維持管理のための組織を設立し、その組織を中心として学校施設維 

持管理、衛生に関する啓発活動を自発的・継続的に実施する体制をつくることを目的と 

し、以下の活動を行った。①学校施設の使用維持管理に関するガイドライン、教材、訓 

練カリキュラムの作成、②教員を対象とした訓練、③教員、ファシリテーターによる生 

徒等を対象とした訓練。 

 

 ２）成果 

  コミュニティの学校に対する関心を高め、地域住民を巻き込んだ自発的な施設維持管 

理・衛生改善活動が継続的に行われるなど、高い有効性とインパクトが認められた。 

 

３）課題 

組織そのものの制度化には至らず、また、州視学官事務所（Inspections d'Académie. 

以下「IA」とする）や県視学官事務所（Inspections Départementales de l'Education 

Nationale. 以下、「IDEN」とする）といった教育分権化組織、及び地方自治体の活動へ

の関与が弱く、面的な広がりには至らなかった。 

 

（２）小中学校教室建設計画（第 5次、平成 18 年度） 

 １）活動 

「学校運営委員会(CGE1)のリーダーシップを通して、主体的な学校施設維持管理・衛生環 

境活動が実施される。」「学校に対するコミュニティの興味・関心が高まり、学校の施設

維持管理・衛生活動への参加が増加する。」の 2点をプロジェクト目標に、以下の活動が

行われた。①ソフコン実施機関に対する研修の実施、②研修マニュアル・教材の作成、

                             
1 小学校では Comité de Gestion d'Ecole、中学校では Comité de Gestion d'établissement と呼ばれる。 
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③現状調査、④キックオフセミナー、⑤学校運営委員会の設立、⑥学校運営計画策定・

実施ワークショプ、⑦中間評価、⑧中間発表、⑨終了時評価、⑩インパクト調査、⑪学

校施設維持管理・衛生活動マニュアルの策定、等。 

 

２） 成果 

   実践を中心とした研修マニュアル一式が作成されたこと、対象 45 校において学校運営委員

会が組織化されたこと、同様に、対象校において学校施設維持管理・衛生活動に係る計画が策

定され、具体的な活動が実施されたこと、及び活動からの教訓を反映した「学校施設維持管理・

衛生活動マニュアル」が作成されたこと、が挙げられる。加えて、各対象校では、以前に比べて

学校活動について話し合う場が増え、自主的に施設維持管理・衛生環境改善活動が行われる

ようになった。 

 

３）課題 

   学校運営計画策定・実施・評価といったサイクルの定着、及び持続に課題が残された。ソフコ

ン活動実施期間中は、県ソフコン担当者（視学官）が学校運営委員会の設立や活動実施状況

に係るフォローアップを行なっていた。しかし、多忙な視学官のみに頼らないフォローアップ体制

を構築する必要性が浮き彫りになった。 

  

１－２．本プロジェクトに係る調査対象校における課題 

ルーガ州及びカオラック州を対象とした本プロジェクトは、当該 2 州において、中学校

を新設・増設することにより、対象校における基礎教育施設の整備、及び対象州における

基礎教育へのアクセスや学習環境の改善を目指すものである。 

本プロジェクトにおける対象サイトは、ルーガ州 9 校、カオラック州 11 校の計 20 校と

なっている。また、協力コンポーネントとして、教室、管理棟、トイレ棟、及び黒板、机、

椅子といった教育家具の整備、並びに当該計画に示す施設維持管理に係るソフコン活動を

行う計画である。 

協力準備調査において、運営・維持管理体制等につき調査を行なった結果、以下の現状

及び課題が明らかになった。 

 

（１）現状 

１）清掃 

清掃に関しては、教室やトイレは女子が、校庭など力仕事を要する場所については男

子が中心（一部男女共に）となって対応するといった、男女間の役割が明確な学校が複

数あるものの、時に地域住民を伴って定期的に清掃がなされている。しかし、生徒が全

く関与せず一切を近隣在住者に委託する（有料）、或いは一部委託、トイレ掃除は何らか

の罰として課されるといった対応も存在しておりゴミの散在が見受けられる等、実施方

54



法に改善を要している。 

 

２）維持管理に係る基本認識 

各校において、清掃や維持管理に関し、基本的には「自らの学校を自らで管理してい

くことが必要である」との認識が確認された。但し、後述４）にも関連するが、校長の

リーダーシップ等の影響もあり、認識の度合いには学校間の格差が認められる。 

 

３）運営・維持管理予算 

運営・維持管理に関しては、以下の資金が充てられている。①教育省予算、②地方自

治体による支援、③生徒からの入学時の登録料や、生徒や保護者からの毎年の徴収金。

掃除用具の購入、教室家具やドア、鍵など簡易な修理についてはこれらの資金で賄われ

ている。 

 

４）CGE 

全校に CGE が設置されており、民主的な構成員の選出、年間計画の作成、実施、報告

等、主に生徒から支払われた資金を財源として、その管理や監査を含めて活動を展開し

ている。特に、法令で CGE の設置、構成員、活動内容等の詳細が定められていることか

ら、各校で同法令に則った対応が取られている。しかし、維持管理の重要性の認識の度

合い、取り組みへの積極性、生徒への啓発状況、校内モニタリングの実施状況等、学校

間格差が認められるのと同時に、改善の余地が残されている。 

 

（２）課題 

１）体制の脆弱性 

学校自体が新しく、CGE による運営・維持管理の経験が浅い学校が大半である2。また、

全学年を満たしていない不完全校が半数近く存在し、本プロジェクトの対象となった場

合、近い将来、全学年が揃う物理的条件が整うことになる。しかし、CGE の規模を徐々に

拡大する必要性があるなど、学校運営・維持管理体制が発展途上段階にあり、脆弱な状

態にある。 

 

                             
2要請中学校 41 校（1校の新設校以外）のうち、2007/08 以降設立された学校が 26 校（うち 2009/10 年度

以降の設立が 18 校）、聞き取り調査を行なった 18 校のうち、11 校において 2007/08 年度以降に CGE が設

立された（うち 2009/10 年度以降の設立が 9校）。 
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２）自前の学校施設の維持管理に係る未経験 

上述に関連し、既存施設を有しない学校3では、自前の学校施設を維持管理した経験が

ないこと、間借りや仮設施設が複数の敷地に点在、更には激しく老朽化している学校も

あり、自分たちの施設という意識が乏しく、清掃や維持管理自体が容易ではない、或い

は取り組みに改善の余地が残されるといった現状がある。一方、トイレに関しては、ル

ーガ州では調査対象校中半数弱、カオラック州においては 1/4 程度の学校が有するに留

まっている4。 

今後、自分たちの学校となる新たな施設を維持管理していくに当たり、改めて体制を

構築していく必要性があるなど、課題が大きいことが想定される。 

 

３）施設メンテナンス 

 掃除用具の購入、簡易な修理について上述の予算内で対応しているものの、窓などの

破損、壁の塗り替え等、容易に対処できない事項については放置されている。これは、

現行の予算内（CGE 資金）で対応できかねることが主な原因となっている。 

 

１－３．ソフトコンポーネント実施の必要性 

上述の過去の案件におけるソフコン活動からの課題、及び上記の本プロジェクトに係る

課題を鑑み、本プロジェクトで整備された施設が適切な運営・維持管理の下に長く活用さ

れるためには、   

１）トイレを含め施設を衛生的に使用するために日常的な清掃を行い、破損等の発生を

小限に留めるべく予防の重要性を再認識すると共に、メンテナンスへの対応の仕方が把

握されるよう施設に対する知識、及び不備が発生した場合の対処法に係る知識を醸成する、 

２）IA、IDEN の他、各校の運営・維持管理に関わる地方自治体や、コミュニティにおけ

る既存の運営委員会の関心・関与、及び関係を強化すると共に資金協力の拡充を図る、 

３）施設の衛生管理や予防を含めた維持管理に係るモニタリングが定期的に実施される

体制を強化する、 

といった 3 点を促進し、本プロジェクトで整備された施設が、学校関係者のみで持続的

に運営・維持管理されるようソフコンを実施することが必要である。 

 

１－４．他の関連案件との相乗効果 

セネガル国では、JICA の技術協力プロジェクトである「教育環境改善プロジェクトフェ

ーズ 2（Projet d’Amélioration de l’Environnement Scolaire (PAES) Phase 2）」（以下

「PAES 2」とする）が 2010 年 9 月〜2014 年 8 月までの 4年間の予定で実施中である。PAES

                             
3 学校自体は開校しているものの、間借りや仮設施設に依存し、独自の施設が確保できていない学校。要

請中学校 41 校中（新設校 1 校以外）29 校が既存施設を有さない。 
4 トイレ保有校 ルーガ州：18 校中 8校、カオラック州： 24 校中 5校。 
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フェーズ 1（以下、「PAES」とする）はルーガ州の全ての小学校を対象に実施され、機能す

る CGE による学校運営モデルが作成された。PAES 2 においては、PAES のモデルとファティ

ック州でのパイロット事業を基に全国への普及が計画されている。 

本プロジェクトは中学校を対象としているが、同プロジェクトの対象地域であるルーガ

州においては、PAES、及び PAES 2 が全小学校を対象としていることから、これらのプロジ

ェクトによって CGE が活性化された小学校に通学していた生徒が本プロジェクトの対象校

にも進学していると考えられる。加えて、PAES や PAES 2 では、州及び県視学官を講師とし

て研修を行い、モニタリングについても同視学官が関与していることから、本計画におい

ては、これらの視学官を活動に巻き込むことによって PAES、PAES 2 の経験・知見を有効活

用する。同時に、対象地域の教育委員会等、関係機関に青年海外協力隊（以下、「JOCV」と

する）が配属されている場合においては、当該隊員と適宜情報共有を図ることとする。 

なお、先行の「ダカール／ティエス計画」で使用予定の運営・維持管理用マニュアルに

ついては、上述の過去の無償資金協力 2 案件のソフコンにおいて作成されたマニュアルに

必要な改善を加えることが計画されている。本計画では、同計画で作成されるマニュアル

に、更に改善を要した場合は改訂を施すこととする。また、本計画においては、「ダカール

/ティエス計画」における瑕疵検査状況を確認し、施工上の不具合や使用する中で破損が生

じた際の対処法等、メンテナンス方法や予防策などの経験の共有ができる。 

このように、過去の案件を含めた我が国の他の支援との有機的連携により、相乗効果の

発現が期待されると共に、セネガル国の教育改善に総合的に寄与することが可能となる。 

 

２．ソフトコンポーネントの目標 

本ソフコン計画の目標は以下のとおりとする。 

 

上位目標 整備された施設が良好な状態に保たれる。 

目標 整備された施設に係る維持管理体制が強化される。 

 

３．ソフトコンポーネントの成果 

上記目標の達成に向け以下の成果を設定する。 

 

成果１ 整備された施設の維持管理方法に係る知識が醸成され、日常的に清掃・管理が 

行われる。 

成果２ IA、IDEN、関連地方自治体、コミュニティにおける既存の運営委員会、その他 

外部機関との関係を強化すると共に、維持管理に係る資金の拡充が図られる。 

成果３ 施設の衛生管理、及び維持管理に係るモニタリングが定期的に行われる。 

 

57



４．成果達成度の確認方法 

上述に鑑み、各校における運営・維持管理に関し、当該ソフコンを通じて改善を要する、

或いは求められる事項として主に以下が挙げられる。 

 

１） 清掃に関しては、生徒の主体性が確保されていない学校があること、また、ゴミが

散在しているなど、各自のゴミの管理（ゴミ箱を活用しないなど）に問題がある。また、

費用捻出が容易ではない規模の破損についてはメンテナンスがなされていないことから、

日頃から破損等の予防に心がけることが求められる。 

２） 上記に関連し、現行の CGE 予算では対応困難な破損等が生じた場合などを考慮し、 

また、地域を含めた学校関係者の学校に対する理解の深化の面においても、コミュニテ

ィや関連機関の学校に対する関心・関与の度合いを深め、同時に学校支援資金の拡充を

図ることが必要である。 

３）プロジェクト対象校には新設校も含まれ、一方で本プロジェクトにより施設数、及

び収容可能な生徒数が増えることから、CGE や取り扱う活動の規模についても拡大され

ることになる。従って、それに備えるべく体制強化を図る必要がある。加えて、本件に

関する校長のリーダーシップの度合いによる、地域を含めた学校の取り組み状況の格差

についても指摘される。このような学校間格差の是正、及び上記の清掃等を含めた維持

管理状況に係るモニタリングの定期的な実施、それによる運営・維持管理体制の強化、

及び活動の継続化を図ることが必要である。 

 

なお、指標の数値目標に関しては、ソフコン開始時に実施予定のベースラインサーベイ

結果を踏まえ、数値化可能な項目を幾つか取り上げて具体化し、エンドラインサーベイ結

果と比較する。 

下表に各成果に対する活動及び達成度の確認方法を示す。 

成果 活動 達成度確認方法 

１． 整備 

された施

設の維持

管理方法

に係る知

識が醸成

され、日常

的に清掃  

・管理が行

われる 

1-1.既存マニュアルのレビュー、及び必要に応じた改善

1) 過去のソフコン活動において作成されたマニュアル

に、必要な改善を加える予定の「ダカール/ティエス

計画」で活用されるマニュアルをレビューする。既

存マニュアルには、①衛生・環境問題、及びその解

決法、②トイレの構造、③CGE の設立、④施設の詳細、

及び発生しやすい破損状況、それに対するメンテナ

ンス法等が盛り込まれている。なお、「ダカール/テ

ィエス計画」では、構造上の相違点を基に内容の変

更、及び挿絵を差し替える、CGE 設立に係る箇所は含

めない(既に設立されているため)といった事項が検

1.1.  

1)マニュアルレビュー状況、改

善の必要性の有無につき確認。

 

 

 

 

 

 

 

2)１）でマニュアルが改善され
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討されている。 

2) 上記 1)を基に、予防策を含める、また、男女間の役

割分担、或いは共同の選択肢に係る言及の是非を、

コミュニティにおける既存の運営委員会を含めた関

係者間で協議する。その結果に基づき、必要に応じ

た追記等を行う。 

 

1-2．施設の構造に係る講習の実施 

1）校舎の構造 

2）トイレの構造 

 

1-3.基礎的衛生に係る講習の実施 

1) 上述マニュアルを基に、また、「ダカール/ティエス

計画」での課題や教訓等を確認の上、本件に係る講

習内容を検討し、計画を策定する。 

2) 上記 1)に則り、ルーガ州（第 1 グループ）6 ブロッ

ク（6ヶ所）において講習会を実施する。 

3) ルーガ州での課題と教訓を取りまとめ、カオラック

州における講習内容を再確認する。 

4) カオラック州(第 2グループ) 8ブロック(8ヶ所)に

おいて講習会を実施する。 

 

1-4. 予防的維持管理に係る講習の実施 

1) 上記 1-3．と同様に、マニュアル、及び「ダカール/

ティエス計画」での課題や教訓等を基に、本件に係

る講習内容を検討し、計画を策定する。 

2) 上記 1)に則り、第 1 グループ 6 ブロックにおいて講

習会を実施する。 

3) ルーガ州での課題と教訓を取りまとめ、カオラック

州における講習内容を再確認する。 

4) 第2グループ8ブロックにおいて講習会を実施する。

 

1-5.瑕疵検査で不具合があった場合の対処法の確認 

1） 先行案件のダカール州における瑕疵検査結果、及び

教訓を共有する。 

2) ルーガ州において瑕疵検査結果に基づく対処を施す 

た場合は、成果品である改訂版

マニュアルを確認。 

上記の共通事項 

マニュアルが有効活用されて 

いるかを、モニタリング等を通

じて確認。 

 

1-2.下記「各講習共通」事項を

参照。 

  

1-3. 

1)・3)基礎的衛生に係る講習会

計画書(必要に応じた修正版) 

2)・4)清掃頻度、清掃状況、ゴ

ミの管理の仕方をモニタリン

グ報告書で確認(モニタリン

グ 

時のチェック項目への回答状 

況等により、各校の計画に基づ

いた清掃が行われているか、ま

た学校の清潔さ等を確認)。 

 

1-4. 

1)・3)予防的維持管理に係る講

習会計画書(必要に応じた修正 

版)、また、モニタリング報告 

書より、施設や家具の取り扱い

状況を確認(「壊れてから直す」

ではなく、「破損を予防する」

思想・姿勢に転換し、より長く

快適に活用できる基盤の整備、

更には経費削減にもつながる 

といった認識の有無を確認）。

 

各講習共通： 

・出席者リスト(予定出席者中、
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(該当する場合)。 

3）ルーガ州における瑕疵検査結果、及び教訓をカオラッ

ク州と共有する。 

各ポジション（IA、IDEN、関 

連自治体等)からの出席確保状

況、及び安定した出席率確保)

・アンケート(ベースラインと

エンドラインサーベイ結果比 

較（各種講習内容の理解状況 

（長期的には、メンテナンスへ 

の対応がし易くなることが期待さ

れる）)、実践状況(破損が生じ

る度合いや程度の軽減、及び破

損が生じた場合の対応につき

確認) 

２． IA、 

IDEN、関連

地方自治

体、コミュ

ニティに

おける既

存の運営

委員会、そ

の他外部

機関との

関係を強

化すると

共に、維持

管理に係

る資金の

拡充が図

られる 

2-1. 年間維持管理計画策定に係る講習の実施 

1) 各校における既存の年間計画をレビューする。 

2) 年間維持管理計画策定に係る問題点を抽出する。 

3) 年間維持管理計画の修正を行う。 

 

 

 

 

2-2. 中期維持管理計画策定に係る講習の実施 

1) 中期維持管理計画策定に係る意義を明確にする。 

2) 中期維持管理計画を策定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3. 資金の拡充方法に係る講習の実施 

1) 上記、2-1.及び 2-2.に関連し、現在の収入源を再確

認する。 

2-1.共通 

・出席者リスト 

・（改訂版）年間維持管理計画

・アンケート（ベースラインと

エンドラインサーベイ結果比

較（各校における従来の年間計

画に係る問題点の改善状況、及

び計画の実践状況を確認）) 

2-2. 

・出席者リスト 

・中期維持管理計画 

・アンケート（ベースラインと

エンドラインサーベイ結果比

較（維持管理計画を中期的展望

に立って策定することで、特に

建具・鉄骨塗装、電球交換とい

った数年に1度対応を要する事

項に備え、且つ 5年以上のスパ

ンで対応を要する外部・内部塗

装などにも徐々に備えるべく、

その状況を確認） 

2-3. 

・出席者リスト 

・アンケート（ベースラインと

エンドラインサーベイの調査
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2) 関連する外部機関（自治体等）からの支援の強化、

及び他の外部機関への働きかけの可能性を検討す

る。 

3) 上記を実践する。 

 

 

2-4. 関係者間での施設建設進捗状況、及び施設情報の 

共有 

1）建設中の施設情報を毎月 IA、IDEN に提供。 

結果比較（資金源、及び予算総

額が拡充しているかを確認) 

・CGE 定期会合出席者リスト、

及び議事録(関連外部機関関係

者の出席状況の改善度合い

を確認） 

2-4. 

・アンケート、校長からのヒア

リング(施設の建設進捗状況を

学校関係者が把握し、新校舎が

より身近に感じられるよう共 

有された情報への反応を確認 

(目的が達成されているか)。 

３．施設の

衛生管理、

及び維持

管理に係

るモニタ

リングが

定期的に

行われる 

3-1.モニタリング体制の構築 

1）各校においてモニタリングチームを結成する。 

2）施設の清掃、及び維持管理状況のモニタリングに係る

計画を策定する（モニタリング項目、頻度）。 

3）モニタリングを定期的に実践する。 

3-1. 

1）チーム構成表 

2）各校におけるモニタリング

計画書 

3) モニタリング報告書(モニ 

タリングによるチェック体制

強化による維持管理体制の改

善状況についても確認)。なお、

校長のリーダーシップについ

ては、ローカル NGO が模範例を

抽出し、各校と共有することで

学校間格差の軽減を図る。 

 

５．ソフトコンポーネントの活動 

（１） 対象者 

・ルーガ州：中学校 9校 

・カオラック州：中学校 11 校 

上記計 20 校における校長、教員、生徒、保護者会（以下、「APE5」とする）等の

代表を含めた CGE、他の APE メンバー、地域住民、コミュニティにおける既存の運

営委員会を含めた学校の運営・維持管理に責任を有する地方自治体関係者。 

なお、以下のグループ、及びブロックに分けて活動を実施する。詳細は後述。 

                             
5 Association des Parents d'Elèves 
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１）第一グループ：ルーガ州 

IDEN ブロック 自治体 ID 学校名 

1 Com ダーラ Lo-08M FA ダーラ中学校 

Lo-09M カジマジャ中学校 
リンゲール 

3 校 2 CR ドジ 
Lo-10M ドジ中学校 

Lo-14M トゥーバセラス中学校 
3 Com ルーガ 

Lo-16M ルーガコミューン２中学校 
ルーガ 

3 校 

4 CR サカル Lo-15M バラレ中学校 

Lo-20M カネンジョブ中学校 
5 CR ダルムスティ

Lo-21M ダルムスティ２中学校 
ケベメール 

3 校 

6 Com ケベメール Lo-23M FA ケベメール中学校 

 

２）第二グループ：カオラック州 

IDEN ブロック 自治体 ID 学校名 

1 CR チアレ KA-01M チアレ中学校 

2 CR ケールバッカ KA-02M ケールバッカ中学校 
カオラック・デパートメント 

3 校 

3 CR ラトミン KA-03M クンバル中学校 

4 CR ンジャゴ KA-08M ンジャゴ中学校 

KA-09M ンガチェ中学校 
ギンギネオ 

3 校 5 CR ンガチェ 
KA-10M ンゴルム中学校 

KA-16M ミシラニョロ中学校 
6 ガントカイ 

KA-17M ガントカイ中学校 

ニョロ デゥ 

 リップ 

3 校 
7 メディナサバク KA-18M ケールアイブポスト中学校 

KA-23M ンダンガン中学校 カオラック・コミューン 

2 校 
8 Com カオラック 

KA-24M カンドギャルド中学校 

 

（２） 実施予定時期 

ルーガ州における建設開始後2013年4月下旬頃～カオラック州における施工検査

後から瑕疵検査までの中間時点である 2015 年 7 月頃に実施。 

 

（３） 実施体制 

実施主体は、中学校を管轄するルーガ州及びカオラック州の IA を中心とする。但

し、計画対象校が所在する 7つの IDEN については、対象校の所在地域をより理解し

ていることを鑑み、IA を補佐することとする。本邦コンサルタントが「ソフコン管

理者」として活動全体の監督を行い、ローカル NGO、及びローカルコンサルタント

が本邦コンサルタントからの委託を受けて活動を実施する。 

なお、本プロジェクトは PAES 2 と対象地域及び活動期間が重なり、また「ダカー

ル/ティエス計画」とも活動期間が重なる。従って、当該両プロジェクトと適宜情報
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共有を行う。 

以下に実施体制を示す。 

 

   IA
　     補佐

  IDEN

ソフコン管理者

ローカルNGO

ローカルコンサルタント

・JICA 技術協力プロ

ジェクト(PAES2)

・第6次無償資金協力

事業「ダカール/ティ

エス計画」

・JOCV(関係機関に配属

されている場合）

校長、教員、生徒代表等他のCGEメン

バー、他のAPEメンバー、地域住民、コ

ミュニティにおける既存の運営委員会

地方自治体

(Conseil Regional)

調達代理機関（JICS）

情報共有

協力

契約報告

協力

ソフコン実施機関ソフコン実施主体

対象

段階的な建設現場視察の実施

講習等の実施

 

 

（４） 活動内容 

活動の段階分け、及び概要は以下のとおり。なお、各活動項目、及び番号につい

ては「４．成果達成度の確認方法」に同じ(一部関連項目)。 

① 立ち上げ段階 

時期 第 1グループの建設開始後 

期間(予定) 2013 年 4～5月頃に 3週間程度 

実施場所 ルーガ州 

実施者 ソフコン管理者、ローカル NGO、ローカルコンサルタント 

対象者 IA、IDEN（ソフコン管理者、ローカル NGO、ローカルコンサルタント） 

目的 活動全般に係る確認 

活動内容 

1-1.既存マニュアルのレビュー、必要に応じた改善、他 

・ 既存マニュアルのレビュー、必要に応じたマニュアルの改訂作業（男女間の

役割の区別の取り扱い等、考慮すべき事項を検討。マニュアル関連について

は、ソフコン管理者、ローカル NGO、ローカルコンサルタントの三者を中心

に作業を実施するが、内容については IA、及び IDEN と協議を行う。また、

コミュニティにおける既存の運営委員会代表者の見解についても確認す

る。）（→成果１、成果 2（関与の機会を増やす）） 

・ ソフコン活動の目的、詳細内容、役割分担の確認 

・ 今後の講習内容の確認（先行の「ダカール/ティエス計画」に係る課題や教

訓等の確認、今後の活動への反映を含む） 

・ ベースラインサーベイの実施（指標設定含む） 
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② 建設現場視察・各種講習会の実施段階 

時期 上記①終了後、校舎及びトイレ建設時 

期間(予定) 
第 1 グループ：2013 年 5月頃～6月頃 

第 2グループ：2014 年 5月頃〜6月頃 

実施場所 

ブロック別に実施 

第 1グループ：ルーガ州 6 ヶ所 

第 2グループ：カオラック州 8 ヶ所 

実施者 
ローカル NGO、ローカルコンサルタント（IA、IDEN は学校や管轄する自治体への

連絡等に便宜を図る） 

対象者 

校長、教員、生徒(建設現場視察、衛生・予防的維持管理・施設構造の各講習に

代表者が参加）、APE 等の代表を含めた CGE、他の APE メンバー、地域住民、コミ

ュニティにおける既存の運営委員会を含めた学校の運営・維持管理に責任を有す

る地方自治体関係者 

目的 
施設の衛生管理・維持管理の重要性の理解の強化、施設の衛生管理・維持管理に

係る基礎的知識の習得 

活動内容 

1-2.施設の構造に係る講習の実施 

・ トイレを含めた建設現場視察 

・ 施設の構造に関する講習の実施(上記現場視察と合わせて実施) 

1-3.基礎的衛生に係る講習の実施 

1-4.予防的維持管理に係る講習の実施 

1-5.瑕疵検査で不具合があった場合の対処法の確認 

2-1.年間維持管理計画策定に係る講習の実施 

・ 年間計画の見直し、年間維持管理計画策定に係る講習の実施（→成果 2） 

2-2.中期維持管理計画策定に係る講習の実施（→成果 2） 

2-3.資金の拡充方法に係る講習の実施（→成果 2） 

なお、当該段階において、モニタリング体制構築への事前準備として、モニタ

リングに係る講習についても実施する。 

（上記全活動→成果１） 

③ 各学校による活動段階 

時期 上記②の第 1段階終了後 

期間(予定) 
第 1 グループ：2013 年 6月頃～11 月頃（但し、夏季休暇期間が含まれる） 

第 2グループ：2014 年 5月頃～11 月頃（同上） 

実施場所 

各校で実施 

第 1グループ：ルーガ州の各校（9校） 

第 2グループ：カオラック州の各校（11 校） 

実施者 

CGE、CGE メンバー以外の学校関係者、地域住民、コミュニティにおける既存の運

営委員会を含めた学校の運営・維持管理に責任を有する地方自治体関係者(ロー

カル NGO による側面支援の下に実施。IA、IDEN は学校や管轄する自治体への連絡

等に便宜を図る） 

目的 各学校における講習会等での習得事項の実践 

活動内容 

2-1.年間維持管理計画策定に係る講習の実践 

・ 年間計画の見直し、年間・中期維持管理計画策定、及び実践（資金拡充に関

し、CGE 会合への地方自治体（州）等の定期参加を促し、資金確保を活性化）

（→成果 2） 

2-2.中期維持管理計画策定に係る講習の実践（→成果 2） 

2-3.資金の拡充方法に係る講習の実践（→成果 2） 

2-4.関係者間での施設建設進捗状況、及び施設情報の共有 

・ 建設に係る進捗状況や施設情報を、管轄する自治体、地域住民等と共有（情
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報はローカル NGO が提供）（→成果 2） 

3-1.モニタリング体制の構築 

・ 各校におけるモニタリングチーム6の結成（→成果 3） 

・ モニタリングにおけるチェック項目、頻度を含めたモニタリング計画の策定

（→成果 3） 

・ モニタリングの実践（→成果 3） 

④ フォローアップ段階 

時期 

(1) 建設終了間近 

(2) 第 1 グループ：ダカール州における瑕疵検査終了後 

第 2グループ：ルーガ州における瑕疵検査終了後 

(3) 第 1 グループ：ルーガ州における瑕疵検査終了後 

  第 2グループ：カオラック州における施工検査後から瑕疵検査まで 

の中間時点 

期間(予定) 

(1)  第 1 グループ：2013 年 11 月頃 

第 2グループ：2014 年 11 月頃 

(2)  第 1 グループ：2014 年 4 月〜5月頃 

第 2グループ：2015 年 2月頃 

(3)  第１グループ：2015 年 1 月〜2月頃 

第 2グループ：2015 年 7月頃 

実施場所 

ブロック別に実施 

第 1グループ：ルーガ州 6 ヶ所 

第 2グループ：カオラック州 8 ヶ所 

実施者 ローカル NGO(IA、IDEN は学校や管轄する自治体への連絡等に便宜を図る) 

対象者 

CGE、CGE メンバー以外の学校関係者、地域住民、コミュニティにおける既存の運

営委員会を含めた学校の運営・維持管理に責任を有する地方自治体関係者。なお、

FU(2)に関しては、各校 2名(校長・CGE 代表者)、及び IA、IDEN 担当者。 

目的 

活動のフォローアップ（FU）。本計画で導入される運営・維持管理に係る各種取

り組みを各州、各校で定着させ、当該活動が継続的・持続的に実践されるよう本

ソフコン活動で複数回に亘ってフォローし、徹底したに基盤固めを行う。 

活動内容 

FU(1) 

1-2.施設の構造に係る講習、1-3.基礎的衛生に係る講習、及び 1-4.予防的維持管

理に係る講習の実践 

・ 施設の衛生管理・維持管理（予防的維持管理含む）に係る実践状況確認（→

成果 1） 

2-1.年間維持管理計画策定に係る講習、及び 2-2.中期維持管理計画策定に係る講

習の実践 

・ 年間維持管理計画、及び中期維持管理計画(部分的）の実施状況確認（資金

拡充状況含む）（→成果 2） 

3-1.定期モニタリングの実践(3-1.の 3)) 

・ モニタリングの実施状況確認（→成果 3） 

・ 各校の校長のリーダーシップに係る模範例の抽出、及びその共有(→成果 3)

                             
6 モニタリングチーム構成員：通常、CGE が中心となって各校の施設状況を確認しているが、本計画では、

CGE のみならず、地域住民、コミュニティにおける既存の運営委員会、地方自治体関係者などでチームを

結成し、共にモニタリングを行うことで、日頃から学校以外の関係者が学校運営やその維持管理に関与・

関心を深められるよう、各校におけるモニタリング体制を強化する(過去の案件の教訓から、行政からの支

援のみに頼らない体制構築を図ることの重要性の認識)。 
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FU(2)(巡回説明) 

2-4.関係者間での施設建設進捗状況、及び施設情報の共有 

 事前準備として、第 1グループに関しては、ローカル NGO 及びローカルコン

サルタントによる「ダカール/ティエス計画」のダカール州における瑕疵検

査状況を視察、及び本プロジェクトで活用可能な事例のまとめを行う。 

 第 1グループに関しては、「ダカール/ティエス計画」での事例とその対処法

を紹介する。また、各校における年間維持管理計画、及び中期維持管理計画

(部分的）の実施状況（資金拡充状況含む）等に係るヒアリングを行う(9 校

を 8ヶ所に分け 2日間で巡回)。（→成果 1、及び 2） 

 第 2グループについては、ルーガ州における瑕疵検査の結果や、第 1グルー

プの FU(3)の状況、及びその際の対処法を紹介する。また、各校における年

間維持管理計画、及び中期維持管理計画(部分的）の実施状況（資金拡充状

況含む）等に係るヒアリングを行う(11 校を 10 ヶ所に分け 3日間で巡回)。

（→成果 1、及び 2） 

FU(3) 

・ 瑕疵検査状況確認・対処を含め、これまでの講習会での習得事項及び実践状

況の 終確認（→成果 1、2、3）。 

・ 年間維持管理計画、中期維持管理計画の実施状況 終確認（資金拡充状況含

む）（→成果 2） 

・ 各校における上記活動を継続させるための目標、及び実践計画の策定 

・ エンドラインサーベイの実施 

 

先述のとおり、各活動は区分されたブロック毎に実施する。具体的には、建設現場視察・

講習会及びフォローアップ(1)・(3)は、ブロック内の 1校（パイロット校）で行う。なお、

終的なブロック構成は、立ち上げ段階において IA、IDEN と協議の上決定する。また、パ

イロット校は建設の進捗等によって決定する。 

 

（５） 各ステークホルダーの役割 

上記の実施体制に係る各ステークホルダーの役割は以下のとおり。 

ステークホルダー名 役割 

調達代理機関 
１． 本邦コンサルタントとの契約 

２． 施主への報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフコン管理者
（邦人） 

１． 事前準備 

1-1 ローカル NGO、ローカルコンサルタントの調達 

1-2 既存マニュアルの精査 

1-3 ベースライン（エンドライン含む)サーベイ用質問票作成 

２． 活動開始支援 

2-1 ソフコン活動内容の共有、責任分担等の確認 

2-2 既存マニュアルの改善支援 

2-3 「ダカール/ティエス計画」におけるソフコン活動の状況確認・情

報共有 

2-4 建設現場視察・講習会の実施支援（トライアル 2回、ベースライ

ンサーベイ含む） 

2-5 報告、今後の活動への助言 

３． 進捗管理、報告書作成等 

3-1 建設現場視察・講習会の実施段階における進捗管理 

3-2 各校による活動段階における進捗管理 
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3-3 フォローアップ段階(1)、(2)における進捗管理（第 1、第 2グルー

プ） 

3-4 中間報告書の作成（第 1グループ） 

3-5 フォローアップ段階(3)における進捗管理（第 1、第 2グループ）、

(エンドラインサーベイ含む) 

3-6 終報告書の作成（2州） 

４． 成果確認 

4-1 進捗確認 

4-2 ルーガ州での瑕疵検査状況を踏まえた、カオラック州におけるフ

ォローアップ会(3)への参加（2ヶ所） 

4-3 報告 

 

 

本

邦

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト 

ローカル NGO 

１． 活動の立ち上げ 

1-1 ソフコンの活動内容の共有、責任分担等の確認 

1-2 ソフコン管理者、ローカルコンサルタントと共に既存マニュアル

の見直し、必要に応じた改訂 

1-3 ベースライン（エンドライン含む)サーベイ用質問票作成 

２． 建設現場視察・講習会の実施 

2-1 IA、IDEN の協力の下、関連自治体、及び学校への連絡 

2-2 基本的衛生、及び予防的維持管理に係る講習会の実施(ベースライ

ンサーベイ含む） 

2-3 年間計画の見直し、及び年間・中期維持管理計画策定に係る講習

会の実施 

2-4 資金拡充方法に係る講習会の実施 

2-5 各校への活動説明 

３． 各校による活動の進捗状況確認 

3-1 施工監理コンサルタントから得られた建設中の施設の情報をとり

まとめて IA、IDEN に提供（毎月） 

3-2 上記情報の活用状況の確認 

４． フォローアップ会(1)の実施 

4-1 IA、IDEN の協力の下、関連自治体、及び学校への連絡 

4-2 講習会で実施した内容の再確認(実践状況確認) 

4-3 各校における新計画（年間・中期）、及び資金拡充に係る働きかけ

等の進捗状況確認 

５． フォローアップ会(2)(巡回説明)の実施 

5-1 （事前準備） 

第 1グループ分：「ダカール/ティエス計画」におけるダカール州

の瑕疵検査状況を視察し、本プロジェクトで活用可能な事例をま

とめる。 

第 2グループ分：ルーガ州における瑕疵検査の結果、及び同州で

の瑕疵検査時フォローアップ状況をまとめる(共有)。 

5-2 IA、IDEN の協力の下、関連自治体、及び学校への連絡 

5-3 第 1 グループ：「ダカール/ティエス計画」での事例とその対処法の

紹介。各校における年間維持管理計画、中期維持管理計画(部分的）

の実施状況（資金拡充状況含む）等に係るヒアリング (9 校を 8

ヶ所に分け 2日間で巡回) 

  第 2 グループ：ルーガ州における瑕疵検査の結果、第 1 グループ

の FU(3)の状況、及びその際の対処法の紹介。各校における年間

維持管理計画、中期維持管理計画(部分的）の実施状況（資金拡充

状況含む）等に係るヒアリング(11 校を 10 ヶ所に分け 3日間で巡

回) 
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5-4 維持管理計画（年間・中期）、及び資金拡充に係る働きかけ等の進

捗状況確認 

６． フォローアップ会(3)の実施 

6-1 IA、IDEN の協力の下、関連自治体、及び学校への連絡 

6-2 第 1 グループ：瑕疵検査状況確認・対処を含め、これまでの講習

会での習得事項及び実践状況の 終確認。年間維持管理計画、中

期維持管理計画の実施状況 終確認（資金拡充状況含む） 

 第 2グループ：上記事項の中間状況確認 

6-3 各校における諸活動を継続させるための目標、及び実践計画の策定

6-4 各校における校長のリーダーシップに係る模範例の抽出、及びそ

の共有 

6-5 エンドラインサーベイの実施 

７． 報告 

7-1 上記 2．～6．についてソフコン管理者への定期報告 

ローカルコンサ

ルタント 

１． 活動の立ち上げ 

1-1 ソフコンの活動内容の共有、責任分担等の確認 

1-2 ソフコン管理者、ローカル NGO と共に既存マニュアルの見直し、

及び必要に応じた改訂（主に建物の構造に関する図面、挿絵等を

担当） 

２． 建設現場視察・講習会の実施 

2-1 校舎、及びトイレの構造に係る講習の実施 

2-2 トイレを含めた施設清掃・維持管理に関する留意点に係る講習 

３． フォローアップ会(2)(巡回説明)の実施支援 

3-1 （事前準備） 

第 1グループ：「ダカール/ティエス計画」における、ダカール州

での瑕疵検査状況を視察し、本プロジェクトで活用可能な事例を

まとめる。 

第 2グループ：ルーガ州における瑕疵検査の結果、及び同州での

瑕疵検査時フォローアップ状況をまとめる。 

3-2 第 1 グループ：「ダカール/ティエス計画」での事例とその対処法

の紹介等に係るローカル NGO の補佐 

  第 2 グループ：ルーガ州での事例とその対処法の紹介等に係るロ

ーカル NGO の補佐 

3-3 上記に関連し、瑕疵検査後、及び中間時点での各施設不備に係る対

処法(メンテナンス方法)説明 

４． フォローアップ会(3)の実施支援 

4-1 瑕疵検査状況確認・対処を含め、講習会で実施した内容の 終確認

(実践状況確認)、及び助言の提示 

実

施

主

体 

IA/IDEN 

１． 活動全般の把握 

1-1 ソフコンの活動内容、責任分担等の確認 

1-2 マニュアルの内容確認 

1-3 建設現場視察・講習会への参加 

1-4 フォローアップ会(1)、 (2)、 (3)への参加 

２． 活動全般における便宜供与 

2-1 対象校、地方自治体への連絡支援、ベースライン・エンドライン

サーベイ実施支援、校長のリーダーシップに係る模範例の抽出へ

の支援 

３． 建設中の施設の情報配布・管理 

3-1 ローカル NGO 提供情報(建設中の施設（既存校）)を学校に配布 

3-2 ローカル NGO 提供情報(建設中の施設（新設校）)を関連自治体に
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配布 

3-3 配布情報の共有状況確認 

自治体 

・ 建設現場視察・講習会への参加 

・ 建設中の施設（新設校）情報を地域住民と共有 

・ 学校年間計画・中期維持管理計画策定、及び実践支援 

・ CGE 会合への参加 

・ フォローアップに係る各活動への参加 

・ モニタリング実施 

学校（校長、教員） 

・ 建設現場視察・講習会への参加 

・ 建設中の施設（既存校）情報を生徒、自治体、CGE、他の APE メンバー、

地域住民と共有 

・ 年間計画の見直し 

・ 年間計画及び中期維持管理計画策定、及び実践 

・ フォローアップに係る各活動への参加 

・ モニタリング実施 

 

 

 

対

象

者 

生徒代表(CGE メ

ンバー以外)、CGE、

他のAPEメンバー、

地域住民 

・ 建設現場視察・講習会への参加 

・ 学校年間計画・中期維持管理計画策定、及び実践支援 

・ フォローアップに係る各活動への参加 

・ モニタリング実施 

 

（６）投入計画 

各期における投入（人・月）は以下のとおり。（詳細は下記７．工程表参照） 

要員 人・月（M/M） 

ソフコン管理者（邦人） 
国内 22（1.10 M/M）(1 ヶ月を 20 日として算出)  

現地 46（1.53 M/M）(1 ヶ月を 30 日として算出) 

ローカル NGO（啓発活動担当） 150（5.00 M/M） 

ローカルコンサルタント（技術部門担当） 76（2.53M/M） 

合計 10.16 M/M 

 

１）ソフコン管理者（邦人）の配置期間と活動内容詳細 

  活動内容 国内作業 現地作業

1 事前準備     

1-1 ローカル NGO、ローカルコンサルタントの調達 －   

  
1-2 

既存マニュアルの精査、及びベースラインサーベイ用質問票作

成(エンドライン時考慮) 
5   

2 活動開始支援     

往復（東京→ダカール→東京）   5 

セネガル国内移動   2 

2-1 ソフコンの活動内容、責任分担等の確認     

教育省、調達代理機関、技プロとの打合せ・情報共有   1 

ローカル NGO、ローカルコンサルタントとの打合せ   1 

カオラックの IA、IDEN との打合せ、ベースラインサーベイ質問

票配布、JOCV との情報共有（該当あれば） 
  1   

ルーガの IA、IDEN との打合せ、ベースラインサーベイ質問票配

布、JOCV との情報共有（該当あれば） 
  1 

2-2 マニュアル改訂支援     

 

  修正作業   3 
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印刷、製本等   1 

2-3 
「ダカール/ティエス計画」におけるソフコン活動の状況確認・

情報共有 
    

  「ダカール/ティエス計画」実施の数校訪問、インタビュー   1 

2-4 建設現場視察・講習会の実施支援（トライアル 2ヶ所）     

スケジュール作成、ロジ面手配   2 

準備   2   

視察・講習会参加   2 

2-5 報告、今後の活動への助言     

資料整理等   3 

教育省、調達代理機関への報告、技プロとの意見交換   1   

ローカル NGO、ローカルコンサルタントへの引継ぎ   1 

3 進捗管理、報告書作成等     

3-1 
建設現場視察・講習会の実施段階における進捗管理（第 1、第 2

グループ） 
3   

3-2 各学校による活動段階における進捗管理（第 1、第 2グループ） 4   

3-3 
フォローアップ段階(1)、(2)(巡回説明)における進捗管理（第 1、

第 2グループ） 
4   

3-4 中間報告書の作成（第 1グループ） 1   

3-5 
フォローアップ段階(3)における進捗管理（第 1、第 2グループ、

エンドラインサーベイ含む） 
4   

  

3-6 終報告書の作成 1   

4 成果確認     

往復（東京→ダカール→東京）   5 

セネガル国内移動   3 

4-1 進捗確認     

ローカル NGO、ローカルコンサルタントとの打合せ   1 

ルーガの JOCV との情報共有（該当あれば）(移動日に含む)    

ルーガの IA、IDEN との打合せ  1 

ルーガ州進捗確認（学校視察）  2 

カオラックの JOCV との情報共有（該当あれば）(移動日に含む)    

  

カオラックの IA、IDEN との打合せ  1 

4-2 フォローアップ会(3)への参加（第 2グループ）     

フォローアップ会準備支援・確認   1 

  フォローアップ会(3)同行(中間状況確認含む、エンドラインサ

ーベイ含む) 
  2 

4-3 報告   

  資料整理等  2 

 

 教育省への報告  1 

  合計 22 46 
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２）ローカル NGO（啓発活動担当）の配置日数内訳 

活動段階 内容 日数 日数内訳 

活動の立ち上げとトライアル実施(ルーガ州におけ

る現場視察・講習会 6回中 2回をトライアルとして実施)

20 ソフコン管理者と共に活動 

建設現場視察・講習会（トライアル対

象以外の 4回）の実施 

12 関係者との連絡等業務73 次回以降のスケジ

ュール等につき、改めて入念に説明)、視察・

講習会準備83、ベースラインサーベイ質

問票回収、視察・講習会実施 4（ソフコ

ン管理者と 2 回実施済み）、移動 2 

各学校による活動の進捗状況確認

（約 6ヶ月間） 

18 関係者との連絡等業務 6、移動 12（1 泊

2日 x 6 回） 

フォローアップ会(1)（6 回）の実施 10 関係者との連絡等業務 1、準備 1、フォ

ローアップ会6回(校長のリーダーシッ

プに係る模範例抽出、及びその共有を

含む)、移動 2 

ダカールにおける瑕疵検査同行 2   

ダカールにおける教訓整理 1   

フォローアップ会(2)（巡回説明）の

実施(2 日間で 8ヶ所巡回) 

6 関係者との連絡等業務 1、準備 1、巡回

説明(Com ルーガ対象校は IA ルーガに

て、IDEN ルーガと共に実施。その他は、

各 IDEN 寄り校に IDEN 担当者を招き

説明)。移動 2 

フォローアップ会(3)（6 回）の実施

(瑕疵検査状況確認等含む) 

10 関係者との連絡等業務 1、準備 1、フォ

ローアップ会 6 回（エンドラインサー

ベイ含む）、移動 2 

ルーガ 

第 1 

グループ 

報告書作成等 3  

建設現場視察・講習会（8 回）の実

施 

16 関係者との連絡等業務3(次回以降のスケジ

ュール等につき、改めて入念に説明)、視察・

講習会準備 3、視察・講習会実施 8、移

動 2 

各学校による活動の進捗状況確認

（約 6ヶ月間） 

18 関係者との連絡等業務 6、移動 12（1 泊

2日 x6 回） 

フォローアップ会(1)（8 回）の実施 12 関係者との連絡等業務 1、準備 1、フォ

ローアップ会開催 8、移動 2 

フォローアップ会(2)（巡回説明）の

実施(3 日間で 10 ヶ所巡回) 

7 関係者との連絡等業務 1、準備 1、巡回

説明(Comカオラックガ対象校はIAカオ

ラックにて、IDEN カオラック・コミュ

ーンと共に実施。その他は、各 IDEN

寄り校に IDEN 担当者を招き説明)。移

動 2 

フォローアップ会(3)（8 回）の実施

(中間状況確認等含む) 

12 関係者との連絡等業務 1、準備 1、フォ

ローアップ会開催 8、移動 2 

 

 

 

カオラック 

第 2 

グループ 

報告書作成等 3  

合計 150   

 

                             
7 ルーガ州、カオラック州共に、基本的には、連絡等業務に関してはダカールにて実施することを想定。 
8 ルーガ州、カオラック州共に、基本的には、各種準備については対象州において実施することを想定。 
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３）ローカルコンサルタント（技術部門担当）の配置日数内訳 

活動段階 内容 日数 日数内訳 

活動の立ち上げとトライアル実施(ルーガ州におけ

る現場視察・講習会 6回中 2回をトライアルとして実施)

20 ソフコン管理者と共に活動 

建設現場視察・講習会（トライアル対

象以外の 4回）の実施 

9 準備 3、視察会 4、移動 2 

ダカールにおける瑕疵検査同行 2   

ダカールにおける教訓整理 1   

フォローアップ会(2)（巡回説明）の

実施(2 日間で 8ヶ所巡回) 

5 準備 1、巡回説明(Com ルーガ対象校は

IAルーガにて、IDENルーガと共に実施。

その他は、各 IDEN 寄り校に IDEN 担

当者を招き説明)。移動 2 

 

ルーガ 

第 1 

グループ 

フォローアップ会(3)（6 回）の実施

（瑕疵検査状況確認等含む） 

9 準備 1、フォローアップ会 6回、移動 2

建設現場視察・講習会（8 回）の実

施 

13 準備 3、視察会 8、移動 2 

フォローアップ会(2)（巡回説明）の

実施(3 日間で 10 ヶ所巡回) 

6 準備 1、巡回説明(Com カオラックガ対

象校は IA カオラックにて、IDEN カオラ

ック・コミューンと共に実施。その他

は、各 IDEN 寄り校に IDEN 担当者を

招き説明)。移動 2 

カオラック 

第 2 

グループ 

フォローアップ会(3)（8 回）の実施

(中間状況確認等含む)  

11 準備 1、フォローアップ会 8回（エンド

ラインサーベイ含む）、移動 2 

合計 76   

 

６．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

ソフコン実施におけるローカルリソースとしては、現地事情を熟知し、コミュニティ開

発、住民参加、啓発活動、研修実施等の促進や支援を行なっているローカル NGO への再委

託が適切と考える。セネガル国においては、上述の活動を展開している NGO が複数存在し

ており、本ソフコン活動に関しては、当該活動に豊富な実績を有する NGO と、建築的観点

から、現場視察やメンテナンス方法の説明、及び施設の構造説明等が円滑に実施可能な建

築コンサルタントを調達する。 

NGO の候補としては、過去の無償案件や他ドナーのソフコン活動に関与した、或いは

PAES・PAES 2 を含む技術協力プロジェクトに関わったローカル NGO などが挙げられる。特

に、我が国支援のプロジェクトにおいて実績を有する場合には、それらの案件における教

訓等が有効活用され得る。 

建築コンサルタントについては、本プロジェクトで整備される施設に関する情報を有し

ていること、及び的確なメンテナンス方法の説明ができることが求められる。従って、本

プロジェクトの入札補助及び施工監理業務を担当する本邦コンサルタントとの連携が重要

であり、ソフコン活動に関しても、本体事業の設計監理コンサルタントに委託することが

望ましい。 

コミュニティ開発支援無償資金協力制度では、通常、相手国政府と契約を行う調達代理
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機関が活動全体を管理しローカルリソースを調達する。しかし、本ソフコン活動は、施設

整備の段階、及び瑕疵検査時に実施することによって、より効果が現れると考えられる活

動に特化して実施することから、ローカルリソースへの委託額は必要 小限に抑えられる

ことになる。そのため、通常どおり調達代理機関による公示・審査を通じた調達を行うと、

委託額と調達に要する費用との間に不均衡が生じると考えられる。よって、本邦コンサル

タントが施工監理の一貫としてソフコンを実施・管理することとでその不均衡を是正し、

本邦コンサルタントがローカルリソースを調達することとする。本邦コンサルタントは準

備調査を実施し、且つ本ソフコン計画を立案したコンサルタントであるため、計画から実

施までを一貫して円滑に監理・実施することが可能となる。 

 

 

７．ソフトコンポーネントの実施工程 

別添１参照 

 

８．ソフトコンポーネントの成果品 

（１）資料 

・ 改定版マニュアル（該当する場合） 

・ 年間・中期維持管理計画 

・ IA、IDEN に提供した建設進捗情報 

・ アンケート（講習会時、及びフォローアップ会開催時における参加者対象：

事前・事後比較） 

 

（２）報告書 

提出を求める報告書とその目次（案）は以下のとおり。 

報告書 目次（案） 

中間報告書（ルーガ州

における活動報告） 

１． マニュアルの改善 

１－１ 既存マニュアルの改善すべき点 

１－２ 改善後のマニュアル 

１－３ 印刷・配布状況 

２． 建設現場視察・講習会 

２－１ 活動日程と視察時点の施設の状況 

２－２ 参加者リスト 

２－３ 講習内容 

２－４ 参加者からのコメント 

３． 各学校における活動 

３－１ IA、IDEN に提供した情報 

３－２ 各学校（または自治体）における情報共有状況 

３－３ モニタリング体制 

４． フォローアップ会(1)、(2)及び(3) 

４－１ 活動日程 

４－２ 参加者リスト 
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４－３ 講習内容 

４－４ 「ダカール／ティエス計画」からの教訓 

４－５ ルーガ州からの教訓 

４－６ 年間・中期維持管理計画策定実施状況 

４－７ 参加者へのアンケート結果 

５． カオラック州の活動に向けての提言 

終報告書（2州での

活動のまとめ） 

１． 上記１～４に同じ（但し、４－５は「カオラック州からの

中間時点における教訓」とする） 

２． その他 

技プロとの情報交換、など 

 

 

９．相手国実施機関の責務 

（１）ソフトコンポーネント活動実施中の責務 

１）各活動の実施と参加 

本ソフコン実施にあたっては、IA 及び IDEN が実施主体となり各学校に指示を

行い、各学校がステークホルダーの参加を働きかける必要がある（新設校につ

いては、IA、IDEN が直接働きかける）。校長、教員、生徒、CGE のみならず、広

く地域住民や自治体を巻き込むことから、ソフコン対象期間中は、連絡や活動

の実施等に係る調整を入念に行うことが求められる。また、特に、ソフコン活

動終了後、各関係者が積極的に継続参画するよう、IA、及び IDEN は定期的にフ

ォローし、活動状況のモニタリングを継続する。 

各段階におけるステークホルダーの役割は以下の表のとおり。 

 

 

対象 立ち上げ 

段階 

建設現場視察・講習

会の実施段階 
（ブロック内の1校で

実施） 

各学校による活動段階 
（各学校で実施） 

フォローアップ 

段階 
（ブロック内の1校で

実施） 

IA、IDEN 
(中学校は IA

管轄下にある

が、物理的に近

いIDENがIAを

補佐をする) 

ソフコン内

容の確認、

責任分担の

確認、参加 

 活動の確認 

 自治体と学校へ

の連絡 

 参加 

 活動の確認 

 自治体と学校への連絡 

 建設進捗情報を学校また

は自治体へ送付 

 情報共有状況の確認 

 活動の確認 

 自治体と学校へ

の連絡 

 参加 

自治体 － 

 参加  建設進捗情報の共有 

 年間・中期維持管理計画

作成と実施への関与 

 参加 

学校 － 

 参加 

 自治体、CGE、

APE、地域住民と

の連絡調整 

 建設進捗情報の共有 

 年間・中期維持管理計画

の作成・実施 

 CGE、APE、地域住民との

連絡調整 

 参加 

 自治体、CGE、APE、

地域住民との連

絡調整 

CGE、APE、 

地域住民 
－ 

・ 参加  建設進捗情報の共有 

 年間・中期維持管理計画

の作成・実施への関与 

・ 参加 
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２）活動に係る費用の確保 

 各ステークホルダーは各活動に参加するために必要な費用を確保する必要があ

る。 

 各関係者が学校運営・維持管理にオーナーシップをもって臨むことが基本とな 

るが、費用の確保については、両国双方で確認を行い、先方負担事項として合意 

議事録に記載する。想定される経費の項目は以下のとおり。 

 

 
立ち上げ 

段階 

建設現場視察・講習会

の実施段階 
（ブロックのうち 1校で

実施） 

各学校による活

動段階 
（各学校で実施）

フォローアップ段階 
（ブロックのうち 1校で

実施） 

IA、IDEN 交通費 

開催校までの交通費、

日当(セネガルの規

定・慣習に則る) 

不要 

開催校までの交通費、

日当(セネガルの規

定・慣習に則る) 

自治体 － 開催校までの交通費 不要 開催校までの交通費 

学校 － 開催校までの交通費 不要 開催校までの交通費 

CGE、APE、 

地域住民 
－ 開催校までの交通費 不要 開催校までの交通費 

 

（６） ソフトコンポーネント活動実施後の責務 

１）モニタリング 

本ソフコン活動で啓発を受けた関係者が、プロジェクト目標及び上位目標発

現の方向に向かうように、IA 及び IDEN は適宜助言の提示やモニタリングを行う。

特に、ルーガ州における瑕疵検査、及びカオラック州での施工検査後から瑕疵

検査における中間時点までが本計画に含まれていることから、新施設開校１年

後、または半年後の状態を関係者が共に確認することで、施工上の不具合のみ

ならず、それぞれの学校における施設使用上の問題点に係る共通認識を持つこ

とができるようになる。継続的な定期モニタリングを通して、ソフコン活動に

おける習得事項の実践に加え、瑕疵検査時に提示される各々の状態に則した対

処法、及び今後の改善点等が各校で実践されるよう促進する。 

 

２）学校運営・維持管理費用の確保 

学校の運営・維持管理に関する費用は、教育省、地方自治体、生徒からの徴

収金によって賄われている。地方分権政策に伴い、学校の運営・維持管理は地

方自治体が責任を持つことになっているが、自治体によって援助額に格差が生

じている。自治体及び地域住民は、学校運営に関心を持ち、維持管理の必要性

を理解し、費用の確保に積極的に協力する必要がある。              

 

以上 
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資料６ 参考資料 

 

No. 名称 形態 オリジナル・コピー 発行機関 発行年

1 2002年7月2日付PDEF管理機関の設置・組織・機能に係る大統領令 図書 コピー 教育省 2002

2 1991年2月16日付教育基本法第91-22号を変更・補完する法律第2004-37号 図書 コピー 教育省 2004

3 教育・訓練10ケ年計画（PDEF）フェーズ3 データ コピー 教育省 2009

4 教育セクター形成に係る通達 データ コピー 教育省 2009

5 小学校における入学金、転校料禁止に係る通達 図書 コピー 教育省 2010

6 教育省学年次統計2009/2010 図書 オリジナル 教育省 2010

7 地方教員研修センター設置に係る法令 図書 コピー 教育省 2011

8 教育への10年投資 図書 オリジナル DPRE 2008

9 教育省2008/09統計速報（パンフレット） 図書 オリジナル DPRE 2009

10 国家教育状況報告書 図書 オリジナル DPRE 2010

11 ルーガ州、及びカオラック州における学校建設計画2006-2011 データ コピー DPRE 2011

12 対象校における2011年度学校予算 図書、データ コピー DAGE 2011

13 県別学校予算の推移(2008～2011年度） データ コピー DAGE 2011

14 教育セクター中期セクター支出枠組み（2011/2013） 図書 オリジナル DAGE 2011

15 小学校・中学校用配布教材（単価） データ コピー DAGE総務機材局 2011

16 教員給与表 データ コピー DAGE _

17 教科別シラバス データ コピー 中等教育局 2010

18 教材仕様書（前期・後期中等学校） 図書 コピー 中等教育局 2010

19 中学校カリキュラム データ コピー 中等教育局 2011

20 ルーガ州教育開発計画 (PRDE) データ コピー IA ルーガ 2009

21 ルーガ州教育関連統計 (2006/07- 2010/11) 図書、データ コピー IA ルーガ 2011

22 カオラック州教育開発計画（PRDE） 図書 コピー IA カオラック 2009

23 カオラック州教育関連統計 ( 2006/07- 2010/11) データ コピー IA カオラック 2011

24 ルーガ州ケベメール県教育関連統計(2006/07-2010/11） 図書 コピー IDEN ケベメール 2011

25 ルーガ州ルーガ県教育開発計画（PDDE） 図書 コピー IDEN ルーガ 2009

26 ルーガ州ルーガ県教育関連統計(2006/07-2010/11） 図書 コピー IDEN ルーガ 2011

27 ルーガ州リンゲール県教育開発計画（PDDE)（抜粋） 図書 コピー IDEN リンゲール 2009

28 ルーガ州リンゲール県教育関連統計(2006/07-2010/11） 図書 コピー IDEN リンゲール 2011

29 カオラック州カオラック・コミューン教育開発計画（PDDE） データ コピー
IDEN カオラック・

コミューン
2009

30 カオラック州カオラック・コミューン教育関連統計(2006/07-2010/11） 図書 コピー
IDEN カオラック・

コミューン
2011

31 カオラック州カオラック・デパートメント教育開発計画（PDDE) 図書 コピー
IDEN カオラック・

デパートメント
2009

32 カオラック州カオラック・デパートメント教育開関連統計(2006/07-2010/11） 図書 コピー
IDEN カオラック・

デパートメント
2011

33 カオラック州ニョロドゥリップ県教育開発計画（PDDE) データ コピー IDENニョロドゥリップ 2009

34 カオラック州ニョロドゥリップ県教育関連統計(2006/07-2010/11） 図書 コピー IDENニョロドゥリップ 2011

35 カオラック州ギンギネオ県教育開発計画（PDDE) データ コピー IDENギンギネオ 2009

36 カオラック州ギンギネオ県教育関連統計(2006/07-2010/11） データ コピー IDENギンギネオ 2011

37 教育環境改善プロジェクト（PAES)・フェーズ２　学校運営委員会ガイド(3冊セット） 図書 オリジナル PAES2 2011

38 アメリカ国際開発庁（USAID)教育プログラム データ コピー USAID 2009

39 初等教育支援プロジェクト（CAREES)終了時評価　経過総括（抜粋） データ コピー カナダ国際開発庁 _

40 Aide et Action 各種パンフレット(年次報告書含む） 図書 オリジナル Aide et Action _

41 Counseil, Etudes, et Developpement D'entreprises (Ceden)　パンフレット データ コピー Ceden _

42 入札図書（世界銀行(ファスト・トラック）） データ コピー AGETIP _  
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